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勾配Boostingを⽤いた 
太陽光発電電⼒量の予測



仮説とモデリングを通して⾒えた⽰唆
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•発電量の9割は日照系の情報で説明できる 
⇒曇り状態のモデリング精度が精度向上の要諦となる 
⇒予測時点の情報があれば良く、非時系列モデルで取
り扱う事が可能

•月ごとにベースとなる発電量は異なる 
e.g. 梅雨、日照時間、日照強度

•汚れ・霜やにより発電効率が一時的に下降しうる 
•パネルの劣化により発電効率が長期的に漸減しうる

•予測結果に対し平滑化を行う事でスコアが最大約10改善 
•アメダスの日照時間データを複数観測ポイントの平均とすることで、
スコアが最大5改善 
•雲の発生で日照が大きく変化した期間は、提供されたデータでは精度
良く説明できないと思料。ただし、複数のアメダスの日照時間からソー
ラーパネルが正味受けていたであろう日照の情報が得られたと推測

初期仮説 示唆

•基礎集計の結果、気象の特徴から月でベース発電量が異なっていた 
•年毎の上下の変動が大きかった 
•⇒年・月を説明変数として投入することでモデルの精度向上に繋がった

•今回のモデル作成の営みを通しては、この事実を確認できなかった 
•霜については、0度を下回る気温のレコードにフラグを立ててモデリン
グしたが一切の説明力を持たなかった。よって、対象地域では霜と発
電効率の関係は無いと考えられる

•天頂角、日照時間とその加工した変数が高い説明力を持っていたため
仮説通り日照系の情報で発電量はおおまかに説明できうる 
•米倉山発電所では説明力のある変数が他2箇所と大きく異り、アメダス
と気象衛星系の重要度が逆転していた 
•観測値の質次第でアメダスと地上気象観測は使い分ける必要がある



凡例
モデリングパイプライン・⼯夫点
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⽇照の情報を軸に加⼯・モデリング・後処理に⼯夫を⾏った

工夫ポイント

後処理モデリング変数の追加前処理データ読込み

30分粒度10分粒度

•アメダス・地上気象観測デー
タは、各発電所の緯度/経度
からユークリッド距離で近
い地点を選出 
•天気予報はそれぞれ対応す
るものを利用 
※ただし、日照系のデータに大きく違いが
生じうるため標高(alt)は対象地点のデータ
を見た後、絞込を行った

•発電量を10分粒度から30分
粒度へ集計 

•気象予報、相対湿度は日照
強度の減衰を説明できる変
数と想定し採用 

•アメダスの日照時間は読込
んだ全地点の平均を計算 
※ただし、利用フラグが10未満の品質の
もにに絞り、極端な日照不足を除外するた
め25%トリム平均とした 
•天気予報データは3時間刻み
の横持ちから縦持ちへ加工 
※時間内の値は全て同じものとする 
下の変換イメージを参照

•緯度/経度情報と日時から、
天頂角を算出 

•天頂角が85°を超える期間へ
日没フラグ追加 

⇒発電があり得ない期間を
把握し、モデリングデータ
から除外や予測結果で日照
のあり得ない期間の後処理
に活用 

•パネルへの霜を考慮したい
ので、気温が0度を下回る期
間にフラグ追加

• 勾配Boostingでモデリング
(catboostライブラリを利用) 

• 電所毎にモデルを作成 

• 発電実績が欠損している期間、
天頂角から日照が明らかに無い
期間はデータから除外 

• 損失関数、評価関数はともに
MAEに設定 

• Depth、L2正規化項について
チューニングを実施 

• 学習率とiterationは時間の許す
限り細かく・長く設定を繰り返
した

•日没フラグを利用して、発
電がありえない期間を0で潰
す 

•検証データとの差を全体と
して縮めるため、移動平均
(running median)で平滑化
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スムージング処理で対処が必要と
考えた箇所の例 
実測値に対して予測が急に下振れ
ているため、前後の予測値で移動
平均をとりハズレ具合を緩和すべ
きと思料

凡例 実測値 
予測
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